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連続関数の性質
定理 11.1. (中間値の定理) (再) 関数 f が閉区間 [a, b] で連続 (すなわ
ち、[a, b] の各点で連続)とする。このとき f(a) と f(b) の中間の値 γ
にたいして、f(c) = γ をみたすような c ∈ [a, b] が存在する。


